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　　人口の動き
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　　ハガキに添えます花一輪
　8月24日、川西町老人ディサービスセンター・ファミー
ル川西で、おじいちゃん、おばあちゃんが牛乳パックを利用
した紙すきに挑戦しました。

　これは、生涯学習の一つとして、なかまの家アクトで行わ
れているリサイクル教室の指導を受けて行われたもので、牛
乳パックのフィルムはがしからハガキの作成までを計画して

います。お年寄りの皆さんは、11月に予定される町民文化
祭に出展しようと、配色や構図を検討中とのこと、出来上が
りが楽しみです．

　　　　　　　　　騨畿』　麟1鑑魑躍躍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　翻輸

．灘騨糠

　　　隻
懸

蔦，

　　圃休日救急医
9月11日第二藤巻医院（上野）a68－2018

　15日山口医院（袋町中）費52－2174

　18日中条病院（中条）費57－3018
　23日富田医院（神明町）a52－3269
　25日池田医院（本町西）費52－2581

10月2日庭野医院（寿町四）費52－2711

　9曙讐顯（高原田）a68－2・34

　10日大坪医院（四日町）a57－6100



田
口
収
入
役
が
退
任

　
田
口
『
朗
収
入
役
は
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
、
八
月
『
日
に
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
木
落
の
出
身
で
、
昭
和
五
十
八
年
に
、
町
企
画
室
長
か

ら
収
入
役
に
就
任
さ
れ
、
十
年
八
月
に
わ
た
り
、
町
会
計
の
健
全
運

営
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、

八
月
一
日
を
も
っ
て
川
西
町
収
入
役

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
十
五
日
以

来
二
期
二
年
八
か
月
の
間
、
町
民
皆

様
方
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の

下
に
、
今
日
ま
で
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
深
く

感
謝
申
し
上
げ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
顧
み
れ
ば
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
、

橘
村
書
記
と
し
て
奉
職
し
、
さ
ら
に
、

三
十
一
年
九
月
、
合
併
に
よ
っ
て
誕

生
し
た
川
西
町
の
職
員
と
し
て
、
通

算
四
十
四
年
四
か
月
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
行
政
も
容
易
で
な
い

　
　
　
田
ロ
　
一
朗

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予
算
額
も

年
々
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
平
成
六

年
度
当
初
予
算
で
は
、
八
十
八
億
六

千
八
百
万
円
余
り
。
就
任
当
時
の
一

般
合
計
・
特
別
会
計
を
合
せ
た
額
が

こ
の
十
年
間
で
、
約
二
、
三
倍
余
り

と
な
り
、
大
変
大
き
な
伸
率
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
各
種
の
公

共
事
業
等
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。　

こ
れ
ら
の
事
業
実
施
に
伴
う
会
計

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
各
課
の
協
力

を
得
な
が
ら
資
金
繰
り
を
行
い
、
練

達
な
会
計
課
職
員
と
も
ど
も
、
今
日

ま
で
異
状
な
く
執
務
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
こ
と
は
、
心
か
ら
喜
ぴ
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
関
係

皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
ご
配
慮
の
た

ま
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　
一

　
川
西
中
学
校
（
菅
井
徹
郎
校
長
）
で

は
、
三
年
生
の
社
会
教
育
の
一
環
と

し
て
、
夏
休
み
の
八
月
四
日
か
ら
十

二
日
ま
で
の
間
に
、
町
内
外
の
二
十

六
の
事
業
所
で
、
百
二
十
二
名
の
生

徒
が
一
日
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
役
場
に
は
、
真
明
良
彰
く
ん
（
上

町
）
・
小
野
塚
拓
也
く
ん
（
東
善
寺
）
・

山
口
貴
志
く
ん
（
仁
田
）
の
三
人
が

み
え
、
建
設
課
と
開
発
課
で
職
場
体

験
を
し
ま
し
た
。

　
三
人
の
感
想
文
か
ら
体
験
談
を
抜

粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
真
明
良
彰
く
ん
（
体
験
先
　
建
設
課
）

　
建
設
課
工
務
係
の
皆
さ
ん
に
は
、

測
量
と
い
う
仕
事
を
手
伝
わ
せ
て
も

ら
い
、
僕
達
が
毎
日
な
に
げ
な
く
通

っ
て
い
る
道
路
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
道
路
を
一
つ
作
る
に
も
大
変

日
職
場
体
験
イ
ン
役
場

測
量
の
器
械
を
の
ぞ
く
真
明
く
ん

な
時
間
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
で
も
ら
っ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
家
族

と
一
緒
に
読
み
、
役
場
の
こ
と
が
良

く
分
か
り
ま
し
た
。

◆
小
野
塚
拓
也
く
ん
（
体
験
先
　
開
発

　
課
）

　
こ
の
日
の
仕
事
は
印
刷
だ
っ
た
。

川
西
町
全
体
の
世
帯
数
を
調
べ
、
そ

れ
よ
り
少
し
多
い
二
二
五
〇
世
帯
を

印
刷
の
数
と
し
た
。

　
こ
の
日
は
風
も
な
く
暑
い
日
で
、

仕
事
を
し
た
部
屋
は
役
場
の
1
階
に

あ
り
、
冷
房
な
ど
な
い
。
こ
う
い
っ

た
条
件
の
も
と
、
タ
オ
ル
で
汗
を
拭

き
つ
つ
印
刷
を
し
た
。
印
刷
で
の
仕

事
は
、
紙
詰
ま
り
の
処
理
と
紙
の
補

給
。
簡
単
な
よ
う
だ
が
暑
く
て
汗
が

ダ
ラ
ダ
ラ
で
て
き
た
。

　
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

何
か
良
く
分
か
ら
な
い
が
「
仕
事
を

し
て
い
る
な
あ
」
と
い
う
不
思
議
な

充
実
感
を
感
じ
た
。
と
て
も
大
変
だ

っ
た
け
れ
ど
大
切
な
こ
と
を
得
た
よ

う
な
気
が
す
る
。

　
こ
の
日
は
、
三
年
に
な
っ
た
自
分

の
中
で
大
き
な
一
日
だ
っ
た
と
思
う
。

　
ま
た
、
こ
の
日
得
た
こ
と
を
今
後

の
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う
が
ん
ば
ろ

う
と
思
う
。

◆
山
口
貴
志
く
ん
（
体
験
先
　
開
発
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
開
発
課
で
ま
ず
や
っ
た
仕
事
は
、
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
二
二
五
〇
の
川
西
町
の
世
帯
数
の
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

印
刷
で
す
。
途
中
紙
が
詰
ま
り
、
汗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
か
き
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
　
6

そ
の
後
、
印
刷
し
た
紙
を
各
地
区
ご

と
に
分
け
る
作
業
を
し
ま
し
た
が
、

途
中
で
数
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
数

え
直
し
た
こ
と
が
何
回
も
あ
り
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
封
筒
の
印
刷
や

印
刷
し
た
紙
と
封
筒
を
ホ
チ
キ
ス
で

留
め
る
作
業
で
、
こ
れ
は
リ
ズ
ム
に

乗
っ
て
楽
し
く
作
業
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
体
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
担

当
の
人
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
の

に
、
僕
達
の
方
が
だ
ら
だ
ら
と
や
っ

て
い
て
悪
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
い
つ
も
の
日
よ
り
い

い
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
と
て
も
充
実

し
た
一
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
紙
が
詰
ま
っ
た
み
た
い
だ

ぞ
。
機
械
を
点
検
す
る
二
人



　　　平成6年度地域活性プロジェクト支援事業

　　　　　　　2次募集分決定！γ
　この支援事業には、すでに8団体が取り組んでおります。7月の広報で2次募集したとこ
ろ、5団体より応募がありました。
かわにし21委員会に諮る等内容審査の結果、下記の5団体の事業を支援することに決まり

ました。

　　　　平成6年度地域活性プロジェクト支援事業（2次）一覧表
番号 申請団体 事業名・場所 内　　　　　　　　容 事業費 補助金額

1

レゲエリパブリック

オブカワニシ

代表　清水俊治

会員　43人

レゲエフェストイン

ナカゴ1st
（場所）ナカゴグリーンパ

　　ーク

ナカゴグリーンパークで初の大規模コンサート

期日　平成6年8月12日働

内容　レゲエコンサート

出演　ランキンタクシー・ナニワマン・ブッチャー外

　千円

4，150

　千円

500

2

川西モトクロス場

管理組合

代表　小林正夫

会員　10人

モータースポーツ振興事
業
（
場 所）川西モトスロク場

川西町のモータースポーツのメッカである川西モト

クロス場の施設整備を図り、県内外から誘客を促進する。

○モトクロスコース整備

o管理施設整備（高床式）

672 358

3

川西町卓球協会

代表　渡辺一治郎

会員　26人

卓球によるスポーッ交流

事業

（場所）川西町総合体育館

　　外

卓球熱の高まっている川西町において、卓球を通し

た地域間交流を図る。

平成6年9月9日～11日　県外卓球チーム合宿誘致

平成6年9月11日　新潟県ベテラン卓球大会開催

358 166

4

天神ばやし保存会

代表　若山三郎

会員　27人

天神ばやし保存事業

（場所）千手小学校外

芸能発表会参加。伝統芸能後継者育成

町内外各種祝賀行事等に出演する等により、保存活

動を実施

半天購入

238 94

5

川西町アマチュア無線

赤十字奉仕団

代表　桐生　大

会員　39人

倉下山レピーター改造事
業
（
場 所）大字野口地内

アマチュア無線技術向上、郡市内通信難聴解消。災

害時等に備え、緊急通信訓練等に活用を図る。

0400MHZ、1200MHZ用レピーター、アンテナ設置
o無停電バッテリー装置等設置

2，462 670

地域活性プロジェクト支援事業とは

　町内の青年会、PTA等各種団体が、それぞれの地域の特性や資源等を活用し、

個性的で魅力ある地域づくりを行う場合に助成し、住民自ら行う地域づくりを推
進する事業です。

　　　「レゲエ」は、ジャマイカで生まれた軽快なノリの

　　　ラテン系の音楽です。
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ナ
カ
ゴ
か
ら
発
進

　
　
　
レ
ゲ
エ
の
新
し
い
波

　
八
月
十
二
日
、
ナ
カ
ゴ
　
　
に
、
若
い
力
が
結
集
さ
れ
、

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
を
会
場
　
　
「
真
夏
の
夜
の
イ
ベ
ン
ト
」

に
、
レ
ゲ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
と
し
て
大
盛
況
で
し
た
。

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
出
演
し
た
ラ
ン
キ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ニ
　
ワ
　
マ
ン

　
「
レ
ゲ
エ
」
あ
ま
り
聞
　
　
タ
ク
シ
ー
、
浪
花
男
、
ブ

き
な
れ
な
い
言
葉
に
戸
惑
　
　
ッ
チ
ャ
ー
、
ゴ
ロ
ー
の
皆

っ
た
方
も
い
ら
し
た
の
で
　
　
さ
ん
や
バ
ン
ド
の
ス
タ
ッ

は
と
思
い
ま
す
が
、
青
年
　
　
フ
も
、
越
後
三
山
を
望
む

団
体
連
合
組
織
Y
A
R
O
　
　
こ
の
会
場
が
気
に
入
っ
た

U
K
A
I
や
商
工
会
青
年
　
　
よ
う
で
、
何
曲
も
の
ア
ン

部
の
皆
さ
ん
を
中
核
と
し
　
　
コ
ー
ル
に
こ
た
え
て
い
ま

た
実
行
委
員
会
（
清
水
俊
　
　
し
た
。

治
実
行
委
員
長
）
を
中
心



ご存知ですか

r川西町農業農村活性化長期構想』

　
町
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
町
農
業
と
農
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
、

「
川
西
町
農
業
農
村
活
性
化
長
期
構
想
」
を
策
定
し
、
本
年
七
月
、
皆
さ

ん
に
「
川
西
町
農
業
農
村
活
性
化
長
期
構
想
の
あ
ら
ま
し
」
と
題
し
た
冊

子
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
は
食
糧
管
理
法
の
廃
止
を
打
ち
出
し
、
現
在
こ
れ
に
変
わ

る
制
度
を
険
討
中
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
町
は
、
土
地
基
盤
整
備
の
完
了
し
た
東
部
地
区
と
、
比
較
的
区
画
の

小
さ
な
西
部
地
区
と
に
大
別
で
き
、
生
産
体
制
も
同
じ
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
後
継
者
の
問
題
等
、
同
じ
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
今
後
の
方
向
づ
け

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
冊
子
を
、
集
落
や
生
産
組
織
で
の
話
し
合
い
の
材
料
と
し
て
ご
活

用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
川
西
型
農
業
の
早
期
確

立
に
向
け
て
の
各
種
施
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
「
川
西
町
農
業
農
村
活
性
化
長
期
構
想
の
あ
ら
ま
し
」
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
届
け
し
て
あ
る
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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懸
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蓑
灘

　　　難灘難
　　　　雛・
一・鰯翔

　　　　　　　　懸蹴灘灘叢
　　　　　 　　　 　

羅難麹灘灘
鰯翻鰯i

ア
ル
ミ
缶
で

　
　
　
　
ご
は
ん
が
炊
け
た

　
七
月
三
十
日
、
信
濃
川
の
河
原
等

を
会
場
に
、
親
子
米
料
理
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
米
消
費
拡
大
運
動

の
一
つ
と
し
て
、
米
を
中
心
と
し
た

食
習
慣
や
食
べ
物
を
大
切
に
す
る
心
、

農
業
へ
の
認
識
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所
、
町
、

新
潟
川
西
農
協
が
共
催
事
業
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
、
橘
小
学
校
の
児

童
二
十
人
と
父
母
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

で乾・辱．疋’

　
ま
ず
、
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
米
に
つ
い

て
の
事
前
研
修
を
受

け
た
後
、
三
領
の
南

雲
隆
三
さ
ん
の
ほ
場

で
ス
イ
カ
や
ナ
ス
、

稲
等
を
見
学
。
続
い

て
、
木
落
の
山
家
勝

一
さ
ん
の
な
め
こ
の

施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。

　
こ
の
後
、
信
濃
川

の
河
原
で
、
ア
ル
ミ

缶
を
使
っ
て
の
ご
は

ん
炊
き
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
初
め
は
、
本

当
に
お
い
し
く
炊
け

る
の
か
な
と
不
安
げ

な
子
供
た
ち
も
、
い

ざ
食
べ
て
み
て
ニ
ッ

コ
リ
、
お
い
し
く
炊

け
た
よ
う
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
で
も
利

用
で
き
ま
す
の
で
、

作
り
方
を
紹
介
し
ま

す
。①

炊
く
量
に
合
わ
せ

て
ア
ル
ミ
缶
を
用
意

す
る
。
　
（
3
5
0
㏄

缶
で
、
米
が
1
0
0

グ
ラ
ム
程
度
炊
け
ま

す
。

ラ
ム
で
す
。
）
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こ
の
際
の
水
の
量
は
1
2
0
グ

②
缶
を
よ
く
洗
い
、
飲
み
口
か
ら
米

を
入
れ
る
。
こ
れ
に
水
を
加
え
て
よ

く
振
る
（
研
ぐ
）
。
こ
の
作
業
を
四
回

程
度
繰
り
返
し
、
最
後
に
水
を
入
れ

る
。③

石
等
で
コ
ン
ロ
を
作
り
、
金
網
を

敷
き
、
こ
の
上
に
缶
を
乗
せ
、
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
で
ふ
た
を
す
る
。

④
約
三
十
分
程
度
加
熱
す
る
。
　
（
時

間
は
火
力
で
違
う
が
、
蒸
気
に
よ
り

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
が
動
く
状
態
が
な
く

な
っ
た
ら
、
炊
き
上
が
り
の
合
図
。
）

⑤
金
網
か
ら
下
ろ
し
、
約
五
分
位
そ

の
ま
ま
に
し
て
蒸
ら
す
。



観
光
交
流
会
館
の
名
称
募
集

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
観
光

拠
点
と
し
て
建
設
し
て
い
る
観
光
交

流
会
館
は
、
十
月
九
日
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

広
域
観
光
案
内
、
軽
食
等
の
休
憩
機

能
を
持
っ
た
施
設
と
し
て
、
皆
さ
ん

に
愛
さ
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
親
し
ま
れ
る
名
称

を
募
集
し
ま
す
。

◆
建
物
の
概
要

　
木
造
平
屋
建
（
高
床
式
）
面
積
は

　
六
一
二
四
平
方
屑

◆
応
募
方
法

　
は
が
き
一
枚
に
一
点
の
作
品
を
記

　
入
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

　
番
号
を
明
記
の
う
え
、
役
場
開
発

　
課
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
（
川
西
町
大
字
水
口
沢
十
二
）

◆
締
め
切
り

　
九
月
二
十
一
日
（
水
）

◆
賞
・
悶
等

　
採
用
作
品
一
点
、
佳
作
作
品
若
干

　
を
選
考
し
ま
す
。

　
採
用
作
品
の
作
者
に
は
、
平
成
七

　
年
度
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
会
員
券
（
一
万
円
相
当
）
。
佳
作

　
作
品
の
作
者
に
は
、
粗
品
進
呈
。

◆
発
表

　
広
報
等
で
発
表
し
、
作
者
本
人
に

も
連
絡
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
　
開
発
課
　
振
興
係

費
六
八
⊥
一
二
一
一
（
内
三
二
）

建
設
の
進
む
観
光
交
流
会
館

釆
年
八
月
の

　
八
月
十
一
日
、
岩
瀬
地
内
と
克
雪

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
集
落
排
水
処

理
施
設
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
と

起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仙
田
地
区
の
農
業
集
落
排
水
緊
急

整
備
事
業
は
、
平
成
四
年
度
に
基
本

計
画
を
策
定
し
、
五
年
度
に
事
業
採

択
。
中
仙
田
、
赤
谷
、
岩
瀬
の
三
集

落
を
エ
リ
ア
と
し
、
二
百
二
世
帯
、

処
理
人
口
一
千
八
十
人
を
対
象
に
計

画
さ
れ
、
総
事
業
費
は
一
七
億
二
二

〇
〇
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
処
理
場
は
、
岩
瀬
地
内
に
敷
地
面

部
共
用
開
始
を
目
指
し
起
工
式

積
一
四
五
〇
平
方
層
、
総
事
業
費
は

五
億
三
五
〇
〇
万
円
の
予
定
で
、
平

成
七
年
八
月
頃
よ
り
一
部
共
用
を
開

始
で
き
る
よ
う
建
設
を
進
め
る
計
画

で
す
。
管
路
工
事
は
、
三
集
落
の
合

計
で
七
千
八
百
層
、
工
事
費
は
一
一

億
八
七
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。　

本
年
度
は
、
赤
谷
、
岩
瀬
の
全
部

と
中
仙
田
の
一
部
の
管
路
工
事
を
計

画
し
て
お
り
、
平
成
九
年
度
全
面
共

用
開
始
に
向
け
、
順
次
工
事
を
進
め

て
行
く
計
画
で
す
。

－’　鳩駿ら
　　　　　　　腕、

力
強
く
行
わ
れ
た
起
工
式

　　欝

「
ヘ
エ
ー
　
ナ
メ
コ
っ
て
こ
う
し

で
き
る
ん
だ
」

ヴ
」
は
ん
大
好
き

お
に
ぎ
り
い
っ
ぱ
い

　
　
た
べ
た
い
ね

聾馨襲鎌臨遡
　選　　　1、懸　臨難

　　　　　　　蟹灘

二嘉契商店かかしコンテストより▼

嚢灘

麟

ネ
エ
本
当
に
炊
け
る
と
思
う

す
こ
や
か
ボ
ー
ヤ

　
ヘ
ロ

　
・
》

　
O

今
年
こ
そ
豊
作

お
米
は
大
切
に

　
　
し
ま
し
ょ
軸
つ
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生
涯
学
習
推
進
大
会
開
催

　
　
八
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

　
で
、
第
四
回
川
西
町
生
涯
学
習
推
進

　
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ま
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
に
参
加

　
し
て
い
る
戸
田
美
枝
子
さ
ん
（
仁
田
）
、

　
中
仙
田
高
齢
者
学
級
で
学
級
長
を
務

　
め
る
南
雲
ハ
ル
エ
さ
ん
（
中
仙
田
）
、

　
す
く
す
く
教
室
に
参
加
し
て
い
る
押

　
木
靖
江
さ
ん
（
元
町
）
の
三
人
よ
り

　
体
験
発
表
が
あ
り
、
戸
田
さ
ん
は
、

　
フ
ァ
ミ
ー
ル
川
西
で
の
お
年
寄
り
と

　
の
紙
す
き
作
業
を
、
南
雲
さ
ん
は
、

　
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
わ
り
を
、
押

　
木
さ
ん
は
、
伸
ぴ
や
か
な
子
供
の
姿

　
と
親
と
の
交
流
を
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
っ

　
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誉
顯

一
一鵬畔一Ψ『職闘醐醐螂Ψ

勲
灘
禦
靖
麓

　
　
　
　
羅

鰯
華
・
釜
鶴

　
ツ
　
　
　
　
　
ー
鰺

鋤
撃

　
賄
　
鯉
　
　
　
　
翻

　まむ

　
騰
漏
縫

…
、
欝

　
鶴攣．

泰
霧

欝
監

　
こ
の
後
、
上
野
青
年
会
に
よ
る
、

常
に
N
H
K
の
先
を
ゆ
く
大
河
ド
ラ

マ
「
節
黒
城
風
雲
録
ー
戦
国
篇
P
A

R
T
H
」
が
上
演
さ
れ
、
史
実
の
中

に
笑
い
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー

に
、
参
加
者
の
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
謙
信
の
愛
馬
と
し
て
、
川
中
島
合

戦
な
ど
で
活
躍
し
た
名
馬
「
放
生
」

は
千
手
か
ら
献
上
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
　
（
劇
中
説
明
よ
り
）

　
最
後
に
、
「
新
潟
県
生
涯
学
習
推
進

プ
ラ
ン
と
川
西
」
と
題
し
て
、
新
潟

県
中
越
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
長

の
熊
倉
　
官
さ
ん
の
記
念
講
演
を
聞

き
、
生
涯
学
習
の
必
要
性
を
再
認
識

し
て
い
ま
し
た
。

が
ん
ば
る
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

　
八
月
二
十
一
日
、
上
越
地
域
を
会

場
に
、
第
十
四
回
の
新
潟
県
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
総
合
体
育
大
会
が
催
さ
れ
、

町
か
ら
は
、
卓
球
・
柔
道
・
空
手
道

の
三
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場

し
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
優
秀
な

成
績
を
納
め
ま
し
た
。

◎
成
績
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

○
卓
球
（
会
場
・
新
井
市
民
体
育
館
）

◆
団
体
の
部

・
中
学
生
男
子
　
　
第
二
位

　
村
越
祐
介
（
二
）
・
木
村
幸
太
郎

　
（
三
）
・
平
野
靖
夫
（
三
）
・
五
十
嵐

　
勝
行
（
三
）
・
和
久
井
直
也
（
三
）
・

　
木
村
安
晶
（
三
）
・
丸
山
　
渉
（
二
）

・
中
学
生
女
子
　
　
第
一
位

　
池
竹
千
津
子
（
三
）
・
柳
香
織
（
三
）

　
・
上
村
礼
子
（
三
）
・
高
橋
倫
子
（
三
）

　
・
大
久
保
和
代
（
三
）
・
今
井
妙
子

　
（
三
）
・
池
竹
祐
子
（
一
）

◆
個
人
の
部

・
中
学
生
男
子

　
第
一
位
　
　
村
越
祐
介
（
二
）

・
中
学
生
女
子

◆
団
体
の
部

・
四
年
生
以
下
の
部
　
第
一
位

　
小
林
倉
（
千
手
小
四
）
・
南
雲
悠

　
延
（
〃
）
・
五
十
川
潤
（
〃
）
・
高

　
橋
保
弘
（
千
手
小
三
）
⊥
口
同
橋
直
隆

　
（
千
手
小
四
）
・
茂
野
知
幸
（
〃
）
・

小
林
一
将
（
〃
）

　　　　鞍　　羅講

購

　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
ヨ

線
懸
轟
、

無
難
”

　
　
　
　
晒
㈱

嬬翻

臨
羅
、

顯
鹸

　
　
　
　
　
サ

響
．
蹄
懸

仙
田
が
十
一
年

　
　
　
　
ぶ
り
に
優
勝

　
八
月
二
十
七
日
、
庚
塚
運
動
場
と

橘
運
動
場
を
会
場
に
、
第
二
十
四
回

川
西
町
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
千
手
と
橘
か
ら
ニ
チ

ー
ム
、
上
野
と
仙
田
か
ら
一
チ
ー
ム

の
計
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
う
だ
る

よ
う
な
暑
さ
の
中
、
熱
戦
を
展
開
し
、

A
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
仙
田
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。
仙
田
の
優
勝

は
、
十
一
年
ぶ
り
二
度
目
。
健
闘
し

た
十
九
人
（
女
子
選
手
六
人
を
含
む
）

の
選
手
に
は
、
北
村
教
育
長
よ
り
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
成
績

O
A
ブ
ロ
ッ
ク

　
第
一
位
仙
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
第
二
位
千
手
タ
イ
ガ
ー
ス

6．9．10⑥

第
一
位

第
二
位

第
三
位

第
四
位

池
竹
千
津
子
（
三
）

柳
香
織
（
三
）

上
村
礼
子
（
三
）

大
久
保
和
代
（
三
）

・
小
学
生
男
子

第
三
位
　
　
高
橋
拓
也
（
橘
小
六
）

○
柔
道
（
会
場
・
上
越
市
総
合
体
育
館
）

謬

第
一
位
に
輝
い
た
柔
道
チ
ー
ム

○
空
手
道
（
会
場
・
上
越
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
）

◆
個
人
の
部

・
小
学
校
低
学
年
女
子
　
型
の
部

　
第
三
位
　
保
坂
ゆ
か
り
（
橘
小
二
）

・
小
学
校
低
学
年
男
子
　
型
の
部

　
ベ
ス
ト
8
　
佐
藤
雅
之
（
橘
小
二
）

・
小
学
校
高
学
年
男
子
　
型
の
部

　
ベ
ス
ト
8
　
星
名
佑
太
（
千
手
小
四
）

　
　
〃
　
　
田
中
諒
（
橘
小
四
）



第
三
位
上
野

第
四
位
　
橘
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ダ
ー

　
　
　
　
ス

O
B
ブ
ロ
ッ
ク

第
一
位
千
手
ラ
イ
オ
ン
ズ

第
二
位
　
橘
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
禰
題
鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
，
騨
　
鐵
雛

　
　
　
　
　
　
　
縢
磐

、
騨
軸
難
翻

罐
灘
、

欝

　一
難

　
千
手
対
仙
田
。
七
回
表
ー
ア
ウ

ト
．
ラ
ン
ナ
ー
二
塁
。
力
投
す
る

庭
野
哲
く
ん
（
仙
田
小
六
年
）
。

ナ
カ
ゴ
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
に
無
料
開
放

　
高
齢
者
の
長
年
に
わ
た
る
社
会
貢

献
に
感
謝
し
、
七
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
九
月
十
四
日
か
ら
十
六
日

ま
で
の
三
日
間
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
ゴ
ル
フ
場
を
無
料
開
放
し

ま
す
。

　
谷
川
岳
や
八
海
山
を
眺
め
な
が
ら
、

18

ホ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

間
い
A
・
わ
せ
先

役
場
　
開
発
課
　
振
興
係

　
暦
6
8
－
3
1
1
1
（
内
線
32
）

　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

盈
6
8
1
4
4
1
9

　
ホ
　
　
　
　
で
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
お
住
い
の
江
口
晋
さ
ん
か
ら
自
号
薦

作
の
体
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
五
東

ま
す
　
　
　
　
　
　
O
㈱

〔回想〕

海防艦第二

9
月
1
5
目
は

　
敬
老
の
日

　
　
　
　
1
’
ノ
，

　
　
ぐ
　
　
　
　
の
こ

も
り
・
諾
”

ク
ノ

　
　
こ
－
湿
’
・
。
聖

蝋
へ
口
・
嬢
・
・
　
喰

　
r
’
　
　
♪
，
も

　
　
　
　
、
の
O

ハ
ル
ピ
ン
市

　
　
か
ら
ニ
イ
ハ
オ

　
八
月
十
一
日
、
中
国
の
ハ
ル
ピ
ン

市
か
ら
、
祖
母
の
生
ま
れ
故
郷
の
中

　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ン
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

里
村
を
訪
ね
て
い
た
凋
珊
珊
さ
ん
一

家
が
、
町
長
を
表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。

　
凋
珊
珊
さ
ん
（
十
四
歳
）
は
書
道

家
、
筆
勢
鮮
や
か
に
「
協
力
一
致
」

と
し
た
た
め
、
町
に
贈
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

し
め
縄
講
習
会

　
八
月
三
十
一
日
、
旧
臼
倉
小
学
校

体
育
館
で
臼
倉
し
め
縄
生
産
組
合
（
田

中
武
会
長
）
に
よ
る
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
講
者
は
三
十
二
人
、

仁
田
、
赤
谷
、
岩
瀬
、
小
臼
倉
な
ど

の
外
、
川
口
町
や
小
千
谷
市
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
講
師
の
田
中
さ
ん

か
ら
作
製
手
順
を
教
わ
り
ま
し
た
。

ミ
ス
か
わ
に
し
が
一

　
八
月
一
日
、
役
場
で
、
一
日
警
察

所
長
の
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
任
命
さ
れ
た
ミ
ス
か
わ
に
し
の
星

名
　
薫
さ
ん
（
学
校
町
）
は
、
さ
っ

そ
く
街
頭
に
立
ち
、
陣
頭
指
揮
に
当

た
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
八
月
一
日
か
ら
十
日
ま

日
警
察
署
長

　
で
の
「
夏
の
交
通
安
全
事
故
防
止
運

　
動
」
行
事
の
一
貰
と
し
て
行
わ
れ
た

　
も
の
で
、
臨
時
の
交
通
指
導
所
を
設

　
け
、
通
過
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
シ
ー

　
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と
事
故
防
止
を
呼

　
び
掛
け
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

期
間
　
9
月
2
1
日
㈱

　
　
　
　
か
ら
9
月
30
日
㈹

タ
や
み
に

　
　
　
見
え
ぬ
人
影

　
　
　
　
　
　
ひ
そ
む
事
故

難嚢

鯉

　
安
全
運
転
し
て
ね

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
バ

イ
ク
の
自
賠
責
。

『
自
賠
富
貝

　
　
小
さ
な
シ
ー
ル
で

　
　
　
　
　
　
大
き
な
安
・
心
』

⑦6．9．10



螺繕捕灘

見物客でにぎわう俄（にわか）

〈
木
落
で
開
演
「
歌
舞
技
一
座
」

〈
千
手
ま
つ
り
》

〈
上
野
し
ち
ん
ち
ま
つ
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
融

羅麺、詳

　　　　馨’騨繭

誤懸懸　
　　　　　　騰

レ
赤
谷
十
二
社
で
の
お
盆
行
事

30回を数える名物「仮装大会」

国保制度紹介シリーズ

　　　　第5弾

国保と交通事故

〔滋罧副

医療費は加害者か負担

国保で治療が受けられます

交通事故や傷害事件など第三者から傷害

を受けてお医者さんにかかった場合でも，

国保を使って治療を受けることができます◎

届け出はすみやかに

　　　　　鍵藤

　　　　　保険証　　　　　　　　　　証明書
交通事故による傷病で国保で治療を受け

る場合，すぐ警察に届け出て「交通事故証

明書」を受けると同時に，国保担当窓口に

「第三者行為による傷病届」を提出しなけ

ればなりません。

　交通事故など第三者から傷害を受けた場

合，その医療費は被害者に過失のないかぎ

り加害者が全額負担するのが原則となって

います。

　したがって，保険診療した場合，加害者

が負担すべき医療費を国保が一時立て替え

て支払うだけで，あとで国保がその医療費

を被害者に代わって加害者へ請求すること

になります。

示談は慎重に

加害者と被害者との話し合いがついて，

示談を結んでしまうと，その示談のとりき

めの内容が優先することがあり，示談の成

立以後は加害者に請求できなくなる場合が

あります。・第三者から傷害を受けた場合は，

示談を結ぶ前にかならず国保の窓口に届け

出るようにしましょう。

　　警察に届けて，「交

　　通事故証明書」を
　　もらう。

　　　　　嚥

　　国保に「第三者行
　　為による傷病届」

　　を提出する。

轟覇

　
　
　
忌
殉
ノ

隷
バ
臓
尺

野
　
謬
δ

千手観音、仁王門の屋根のふき
換え急ピッチ。

秋作業の安全を祈る。

女の子もハッケヨーイ。東善寺
十王堂の相撲
　　　　　　　　6．9．10⑧



千
手
村
の
学
校
間
題
③

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

作

中
野
校
の
沿
革

　
中
野
校
は
、
明
治
九
年
に
新
町
新

田
校
の
分
校
と
し
て
霜
条
地
内
に
創

立
さ
れ
、
当
初
は
霜
条
校
と
称
し
、

鶴
吉
、
霜
条
、
坪
山
、
高
原
田
が
通

学
区
域
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
一

月
に
千
手
校
に
統
合
す
る
が
、
中
野

村
が
成
立
す
る
と
伊
勢
平
治
校
（
明

治
十
八
年
創
立
）
を
統
合
し
て
尋
常

科
中
野
小
学
校
に
昇
格
し
た
よ
う
で

あ
る
。

　
中
野
校
沿
革
史
（
千
手
小
学
校
蔵
）

に
お
よ
そ
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
一
、
学
校
名
称
　
明
治
二
十
二
年

六
月
三
日
　
中
魚
沼
郡
第
十
二
学
区

簡
易
科
中
野
小
学
校
ト
称
ス

　
明
治
二
十
五
年
四
月
一
日
　
村
立

中
野
尋
常
小
学
校
ト
称
ス

　
一
、
所
在
地
　
明
治
二
十
二
年
六

月
十
日
　
中
野
村
大
字
高
原
田
第
百

二
十
八
番
戸
　
村
山
伝
吉
宅

　
明
治
二
十
五
年
五
月
十
二
日
　
同

村
同
字
第
百
二
十
二
番
戸
　
村
山
市

蔵
宅

　
明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
七
日

同
村
同
字
第
二
百
○
八
番
地
二
新
築

ス　
生
徒
　
明
治
二
十
二
年
　
男
五
五

人
女
二
人
　
卒
業
ハ
男
五
人
　
女
一

人　
二
十
三
年
　
男
五
六
人
　
女
一
〇

人
卒
業
ハ
男
三
人
ノ
ミ
　
　
（
中
略
）

　
大
正
十
一
年
度
入
学
生

　
　
男
一
二
人
女
二
二
人

第
一
学
級
　
一
年
二
六
　
二
年
二
九

　
　
　
担
任
ハ
鳴
海
ハ
ツ
訓
導

第
二
学
級
　
三
年
二
九
　
四
年
二
六

　
　
　
担
任
ハ
南
雲
省
三
訓
導

第
三
学
級
　
五
年
三
二
　
六
年
二
八

　
担
任
ハ
校
長
兼
訓
導
星
名
州
治

　
十
二
年
三
月
三
十
一
日
　
本
日
ヲ

以
テ
中
野
校
廃
止
ト
ナ
ル
　
回
顧
ス

レ
バ
本
校
ハ
明
治
二
十
二
年
創
立

本
年
迄
約
三
十
四
年
　
ソ
ノ
間
卒
業

生
ヲ
出
ス
五
百
六
十
人
ノ
歴
史
ヲ
有

ス
　
今
ハ
時
勢
ノ
進
運
ニ
ツ
レ
元
千

手
町
校
ト
共
二
統
一
セ
ラ
ル

（
中
略
）

　
左
記
ノ
御
勅
語
返
納
ス

教
育
勅
語
　
騰
本
　
　
一
通

戌
申
詔
書
　
騰
本
　
　
一
通

大
正
元
年
御
践
詐
勅
語
騰
本
　
一
通

教
育
二
関
ス
ル
御
沙
汰
　
　
　
一
通

　
ま
ぽ
ろ
し
の
校
舎

　
本
校
舎
ハ
九
間
ノ
三
間
半
デ
ア
ル

　
男
運
動
場
ノ
床
面
積
ガ
三
十
一
坪

五
合
、
残
リ
ガ
女
運
動
場
ニ
ナ
ル

　
教
員
室
四
坪
　
宿
直
室
二
坪
二
合

五
勺
湯
呑
所
四
坪
八
勺
　
小
使
室

一
坪
五
合
　
通
路
一
坪
二
合
五
勺

　
二
階
ハ
四
間
ノ
三
間
半
（
十
四
坪
）

ノ
教
室
ガ
ニ
ツ
　
三
間
半
ノ
五
間

（
十
六
坪
五
合
）
ノ
教
室
ガ
一
ツ

廊
下
ハ
ニ
間
一
尺
ノ
九
尺
デ
一
二
坪
二

合
五
勺
水
屋
ト
井
戸
ガ
一
間
五
尺

ト
七
尺
　
男
子
ノ
下
駄
箱
　
雨
具
掛

ガ
一
坪
二
合
五
勺
手
洗
ガ
五
合

男
女
別
二
作
ラ
レ
タ
便
所
ガ
四
坪

　
計
五
拾
八
坪
七
合
五
勺
ト
ナ
ル

　
金
山
良
晃
師
の
回
想

　
清
竜
寺
住
職
の
金
山
良
晃
師
（
前

川
西
町
教
育
委
員
長
）
が
、
当
時
の

中
野
校
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
私
は
、
大
正
十
二
年
三
月
の
最
後

の
卒
業
者
で
、
同
級
生
の
星
名
栄
吉
、

市
川
富
二
、
高
橋
ミ
セ
、
山
岸
セ
ッ

の
各
氏
も
ご
健
在
だ
。
中
野
校
は
佐

渡
屋
の
前
か
ら
西
へ
、
道
路
の
左
側

の
南
手
に
在
っ
た
。
今
の
茂
野
工
芸

の
工
場
の
位
置
が
そ
れ
で
、
住
宅
の

所
が
校
舎
の
右
側
に
当
た
る
中
野
村

役
場
だ
っ
た
。
役
場
と
学
校
が
一
棟

で
東
西
に
長
く
北
向
き
に
建
っ
て
い

た
。
杉
林
に
囲
ま
れ
、
入
口
は
役
場

と
学
校
の
ニ
カ
所
に
在
っ
た
。

　
校
舎
の
西
側
に
小
川
が
流
れ
て
お

り
、
細
い
道
が
並
行
し
、
低
い
土
手

に
沿
っ
て
い
た
。
高
学
年
が
兵
隊
ご

っ
こ
を
し
て
、
ト
ッ
カ
ー
ン
（
突
撃
）

と
叫
び
な
が
ら
棒
切
れ
を
振
り
ま
わ

し
て
、
東
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
土
手

に
飛
び
上
が
っ
て
戦
う
も
の
だ
っ
た
。

大
礼
服
の
中
村
少
尉

　
三
大
節
や
卒
業
式
の
時
は
二
階
東

側
の
二
教
室
の
仕
切
り
が
取
り
払
わ

れ
て
式
場
に
な
っ
た
。
天
長
節
や
紀

元
節
に
は
坪
山
の
中
村
林
平
氏
が
陸

軍
少
尉
の
大
礼
服
に
鳥
の
羽
の
付
い

た
軍
帽
を
か
ぶ
っ
て
臨
席
さ
れ
、
長

い
軍
人
勅
諭
を
奉
読
し
た
。
校
長
先

生
の
教
育
勅
語
や
、
私
の
師
の
良
念

和
尚
の
祝
辞
も
長
く
て
閉
口
し
た
も

の
だ
。

　
階
下
は
屋
内
運
動
場
で
、
教
員
室
、

小
使
室
、
便
所
等
が
あ
り
、
役
場
へ

抜
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

運
動
場
の
中
央
に
大
き
な
柱
が
あ
っ

て
遊
ぶ
時
に
邪
魔
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ヤ
り
り

　
通
学
時
は
風
呂
敷
包
み
、
草
履

げ
た
　
と
う
ゆ
　
か
ら
か
さ

下
駄
、
桐
油
、
唐
傘
、
山
笠
が
つ
き

も
の
で
、
冬
は
ス
ッ
ポ
ン
、
す
げ
ぼ

し
、
初
雪
の
こ
ろ
は
下
駄
に
雪
が
く

っ
つ
い
て
歩
く
の
に
閉
口
し
た
。
女

子
は
両
袖
が
ほ
く
っ
て
あ
る
改
良
服

を
着
、
下
は
モ
ン
ペ
で
通
学
し
た
。

用
務
員
は
高
原
田
の
沖
見
屋
の
お
婆

さ
ん
で
、
何
か
と
世
話
に
な
っ
た
。

　
教
室
の
窓
か
ら
、
今
の
川
西
中
学

校
の
生
徒
昇
降
口
の
あ
た
り
に
茂
っ

て
い
た
大
き
な
一
本
杉
が
見
え
て
、

そ
の
テ
ッ
ペ
ン
に
臼
い
サ
ギ
が
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ろ

ど
き
止
ま
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
幌

の
付
い
た
自
動
車
が
、
ホ
コ
リ
を
舞

い
上
げ
て
小
千
谷
の
方
へ
走
っ
て
行

く
の
が
め
ず
ら
し
か
っ
た
。

　
国
語
読
本
は
「
ハ
タ
、
タ
コ
、
コ

マ
」
で
、
字
を
書
く
時
は
石
板
と
石

筆
を
使
っ
た
。
あ
る
日
、
　
「
お
前
は

落
着
き
が
な
い
、
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
す

る
な
」
と
先
生
に
言
わ
れ
て
、
水
の

入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
立
た
さ
れ

た
こ
と
が
一
度
だ
け
あ
る
。
千
手
校

の
高
等
科
で
一
年
学
び
、
実
力
を
つ

け
て
旧
制
小
千
谷
中
学
に
入
学
し
た
。

中野校（左）と中野村役場（右）

　　（川西町史　転載）
　　　　　今も残る伊勢平治校舎
　　　　　　　（伊友　羽鳥敬一さん所有）
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ム
圃
圖
團

圃
函
回
▽

新
刊
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
紹
介

○
日
本
一
短
い
母
へ
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
大
巧
社
丸
岡
町
編

　
　
コ
筆
啓
上
火
の
用
心
　
お
仙
泣

か
す
な
馬
肥
や
せ
」
作
左
衛
門
が
陣

中
か
ら
妻
に
宛
て
て
送
っ
た
手
紙
。

そ
の
発
信
基
地
と
し
て
の
福
井
県
丸

岡
町
が
、
日
本
一
短
い
心
の
こ
も
っ

た
手
紙
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
。

そ
の
入
選
作
。
本
音
に
打
た
れ
ま
す
。

○
も
の
食
う
人
び
と
　
共
同
通
信
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辺
見
庸

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ソ
マ
リ
ア
等

々
。
世
界
の
飢
餓
線
上
に
さ
ま
よ
う

国
々
を
訪
れ
、
と
も
に
食
ら
い
、
語

ら
い
な
が
ら
取
材
し
た
食
の
黙
示
録
。

　
「
長
年
の
飽
食
に
慣
れ
た
舌
と
胃
袋

を
、
異
郷
の
地
に
運
び
、
ぎ
り
ぎ
り

い
じ
め
て
み
た
く
な
っ
た
凶
と
、
著

者
は
語
っ
て
い
ま
す
。

○
わ
た
し
の
眼
は
十
年
先
が
見
え
る

　
－
大
原
孫
三
郎
の
生
涯
－

　
　
　
　
　
飛
鳥
新
社
　
城
山
三
郎

　
日
本
初
の
西
洋
美
術
の
殿
堂
、
大

原
美
術
館
。
そ
の
設
立
者
の
生
涯
。

　
社
会
の
中
で
の
企
業
の
あ
り
方
を

追
求
し
続
け
た
気
骨
の
経
済
人
の
青

春
と
面
目
を
描
き
、
企
業
文
化
の
意

味
を
鋭
く
問
い
か
け
る
。

○
さ
な
ぎ
の
家
　
　
　
共
同
通
信
社

　
　
　
　
　
西
山
　
明
・
田
中
周
紀

　
中
学
三
年
生
の
少
年
が
同
級
生
二

人
に
暴
行
を
加
え
て
殺
害
し
た
。
こ

の
い
じ
め
の
実
態
と
そ
の
背
景
を
徹

底
追
跡
取
材
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

　
新
潟
日
報
に
も
連
載
さ
れ
た
集
大

成
版
。

　　　　益
　　　　塵尋　　　　』唱巳
　　　　　　　　　3思
一般寄附　　　　　　　（敬称略）

渡辺クラ（栄町）　10万円
広報発行に

高橋　治（志木市）　　1万円
佐藤喜美枝（三条市）　　1万円

学校給食に

仕込みみそ230kg
　　　　　　　（町内・匿名希望）

ム
ラ
言
葉
そ
の
4

　
小
海
正
太
郎
（
小
根
岸
）
さ
ん
の

発
刊
さ
れ
た
、
ふ
る
さ
と
言
葉
改
訂

版
「
中
魚
沼
の
ム
ラ
言
葉
抜
粋
5
千

字
」
よ
り
、
ご
く
↓
部
を
抜
粋
し
て

掲載し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
第
4
回
目
で
す
。

ど
う
い
が
ん
だ
（
ド
ウ
言
う
ノ
ダ
）

ど
う
け
る
（
フ
ザ
ケ
ル
）

と
う
ど
（
手
伝
い
人
）

ど
く
だ
ん
（
ド
ク
ダ
ミ
）

小
わ
に
レ

　
　
　
俳
壇

高
崎
正
風
選

こ
の
道
も
堀
り
か
へ
さ
れ
て
残
暑
か
な

終
戦
日
一
人
ぐ
ら
し
も
長
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

足
早
に
過
ぎ
し
夕
立
惜
し
み
け
り

み
ん
み
ん
の
声
蹟
き
て
猛
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

炎
昼
や
息
詰
め
入
れ
る
阿
弥
陀
の
眼

越
後
よ
り
檀
家
廻
り
の
盆
の
僧

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

戦
争
に
負
け
し
螢
の
夜
な
り
け
り

ク
ー
ニ
ャ
ン
の
胡
弓
聞
こ
ゆ
る
月
高
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

生
徒
等
の
二
度
蒔
ソ
バ
に
喜
雨
到
る

大
根
蒔
く
術
な
き
空
を
仰
ぎ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
自
井
す
み
い

京
に
住
む
孫
と
接
ぎ
の
笹
綜

浮
く
雲
の
し
ば
し
動
か
ず
秋
暑
し

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

桐
一
葉
背
中
に
落
ち
て
お
ど
ろ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

ピ
カ
ド
ン
の
言
葉
も
古
り
し
原
爆
忌

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

コ
ス
モ
ス
や
分
換
室
の
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

天
狗
山
は
る
か
に
仰
ぎ
船
遊
び

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

葉
の
蔭
と
な
り
し
胡
瓜
の
肥
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

豊
作
を
祝
う
祭
の
ふ
れ
太
鼓

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

水
舟
に
浮
べ
て
あ
り
ぬ
大
西
瓜

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

雨
当
て
に
し
て
遅
く
れ
た
る
大
根
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

大
根
を
蒔
く
雨
の
日
を
待
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

懐
か
し
き
人
に
出
会
い
し
お
盆
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

満
月
を
映
し
て
ゆ
れ
る
野
天
風
呂

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂

仏
前
に
新
茶
供
へ
て
安
ら
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子

橋
に
見
る
ス
タ
ー
マ
イ
ン
や
鮎
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎

風
渡
る
茗
荷
畑
に
虫
す
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

大
旱
あ
ら
わ
と
な
り
し
ダ
ム
の
底

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山

望
郷
の
青
き
灯
つ
ら
ね
帰
省
バ
ス

　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦

　
　
　
　
　
　
志
木
市

サ　向　静　保6鉄　博
ク山江一平史幸

椀
ぎ
た
て
の
ト
マ
ト
が
ぶ
り
と
帰
省
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
十
久
一
一

山
下
り
て
息
も
つ
か
せ
ず
清
水
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗
⑳

コ
シ
ヒ
カ
リ
知
っ
て
お
り
た
る
稲
雀

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人
m

盆
提
灯
濁
世
の
闇
を
と
も
し
け
り
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子
　
●

晴
れ
つ
づ
く
今
年
の
甘
き
西
瓜
切
る
　
　
6

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

天
の
川
叙
勲
を
讃
え
流
れ
け
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

茶
柱
に
競
泳
の
子
を
励
ま
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

暑
き
日
々
な
れ
ど
ふ
と
秋
風
あ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

秋
祭
母
娘
の
踊
る
し
ぐ
さ
似
て

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

出
来
競
う
案
山
子
農
道
幹
線
に

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

貧
に
耐
え
残
暑
に
も
耐
え
老
二
人

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

　
　
寸
感
　
　
　
正
風

・
こ
の
道
も
ー
雑
然
と
し
た
道
路
工

事
に
「
残
暑
」
が
利
い
て
い
る
。

・
み
ん
み
ん
の
　
　
蝉
の
声
の
途
切
れ

た
の
を
「
暑
さ
に
蹟
く
」
と
は
面
白
い
。

．
越
後
よ
り
ー
故
郷
の
菩
提
寺
の
陵

し
い
和
尚
さ
ん
。
「
越
後
よ
り
」
が
い
い
。

・
ク
ー
ニ
ャ
ン
の
　
　
今
も
耳
に
残
る

胡
弓
の
音
。
戦
地
で
の
追
憶
の
一
句
。

と
っ
と
き
の
ん
（
と
っ
て
お
き
の
大

切
な
品
物
）

な
あ
げ
の
ん
（
お
前
の
よ
う
な
者
）

な
が
も
ん
（
麺
類
全
般
）

な
き
べ
っ
つ
お
（
泣
き
顔
）

な
じ
ょ
う
だ
い
（
い
か
が
で
す
か
？
）

な
ん
か
う
り
（
行
商
人
）

に
ー
お
ろ
し
（
煮
下
し
（
熱
い
食
べ

物
）
）

に
と
に
と
し
て
い
る
（
中
が
腐
っ
て

表
面
が
き
れ
い
な
果
物
）

に
ね
え
お
け
（
天
秤
担
ぎ
す
る
肥
桶
）

に
や
ご
や
（
混
み
合
う
状
態
）

ぬ
め
っ
こ
い
（
ネ
バ
ネ
バ
す
る
）

ね
え
つ
い
（
丁
寧
・
倹
約
）

ね
ぎ
も
ん
（
寝
巻
）

ね
こ
じ
ら
か
す
（
寝
違
え
て
首
筋
が

痛
む
）

ね
じ
ま
る
（
力
む
）

ね
ぼ
う
こ
き
（
朝
寝
坊
の
人
）

の
お
こ
と
（
ナ
オ
サ
ラ
）

の
ろ
っ
こ
い
（
熱
く
な
い
飲
み
湯
・

風
呂
の
湯
）

の
そ
ら
の
そ
ら
（
ユ
ッ
ク
リ
し
た
動

作
）の

べ
つ
ま
く
な
し
（
間
断
な
し
）

の
み
よ
（
飲
み
湯
）



引
き
揚
げ
者
の
皆
様
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

戦
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
々
が
、

当
時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き

な
く
て
税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
昭
和
二
十
八
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
お
心
当
た
り

の
方
は
、
お
気
軽
に
お
間
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の

で
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

　
こ
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税

　
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証

　
券
な
ど
。

◎
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

　
事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

　
う
ち
、
そ
の
後
、
日
本
に
返
還
さ

　
れ
た
も
の
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
方
々
も
間
い
合
わ
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
実

際
に
預
け
た
か
ど
う
か
不
明
の
場
合

で
も
調
査
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

羅

な
お
、
上
陸
港
が
新
潟
以
外
の
方

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
お
間
い
合
せ
先
】

新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
部
門

　
〒
9
5
0

　
新
潟
市
竜
が
島
1
1
5
1
4

　
新
潟
港
湾
合
同
庁
舎
内

盈
0
2
5
1
2
4
4
1
9
3
1
4

引き取りを待つ通貨や証

券類

拳
軽
繕
垂
畿
る
癒
愚
趨
蓬
の
昧
嵐
③
、

ドゆゆ　　　　ゆゆ　　　ゆゆ　ゆゆ　　ゆゆゆゆ　あ

i糸瓜の五目なますi
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆
㌧“”r9．ψφψφψφψφρφψφψφψφψφψφψφψφゆφゆφ“ひ」

■材料
糸瓜　油揚　干ししいたけ　きくらげ　人参
ほうれん草（又はきゅうり）　しらたき

■調味料
ごま　醤油　砂糖　みりん　酢

ねり辛子塩
■作り方
①糸瓜は5cm位の輪切りにし、縦に四ツ切り
　にする。

②①をゆで、箸がかたく通ったら水に取り、
　身をほぐしながら皮を取り除き、ざるに上
　1ずしっかりしぼる。
③④きくらげは5mm位に切る。
　◎油揚げは油ぬきをし、たんざくに切る。
　㊦干ししいたけはもどし、細切りにする。
　㊦しらたきは4cm位に切り、塩もみをして
　　水で洗う。
　④、◎、㊦、㊦に、しいたけのもどし汁、
　醤油、砂糖、みりんを加えて汁がなくなる
　まで煮る。

④人参は長さ4cm位の細切りにしてさっとゆ
　でておく。
⑤ごまはフライパンであたため、すり鉢で良
　くすり、ねり辛子を入れてさらに良くする。
⑥⑤の中に②、③、④を入れて良くかきまぜ、

　塩少々と酢で味を整え、そのまましばらく
　おき、味をなじませる。
⑦ほうれん草はさっとゆで、細かく刻んで、
　盛る直前に加えてまぜる。（きゅうりも同
　じ）

9
月
は

　
　
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
〃

　
　
「
癌
」
と
い
う
文
字
は
、
　
「
ゾ
」

と
「
邑
」
の
二
字
を
組
み
合
わ
せ
て

意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
「
ゾ
」
は
、

人
が
寝
台
に
臥
せ
て
寝
て
い
る
様
子

を
表
し
、
　
「
品
山
」
は
岩
の
本
字
で
、

こ
れ
自
体
が
山
に
口
（
大
石
）
の
重

な
る
様
子
を
表
し
、
い
わ
お
の
固
さ

を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
　
「
癌
」
は
、
体
の
中
に
固

い
し
こ
り
の
で
き
る
病
気
を
意
味
し
、

岩
の
よ
う
に
強
固
な
治
り
に
く
い
病

気
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
が
ん
は
、
昭
和
五
十
年
前

半
ま
で
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
三

位
で
し
た
が
、
現
在
は
第
一
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。
厚
生
省
の
が
ん
患
者

の
将
来
予
測
に
よ
れ
ば
、
胃
が
ん
・

・
子
宮
が
ん
が
減
少
し
、
変
わ
っ
て
肺

が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸
が
ん
が
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
昔
と
違
い
、
が
ん
は
決

し
て
不
治
の
病

と
は
い
え
な
く

な
り
ま
し
た
。

が
ん
の
診
断
・

治
療
法
も
検
査

方
法
も
精
度
が

向
上
し
た
こ
と

が
そ
の
背
景
に

あ
り
ま
す
。
早

8θ

～
績
が
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
を
⑱
劉

征
圧
す
る
た
め
に
は
、
早
期
発
見
・

痛
纏
鮫
款
祝
縞
酊
薪
幽

を
過
ぎ
た
ら
、
年
に
一
回
は
必
ず
が

ん
検
診
を
受
け
る
考
に
し
て
く
だ
麗

さ
い
．
　
　
　
　
　
　
騒

物
繰
蝦
雛
鋪
翁

期
の
胃
が
ん
は
「
治
る
が
ん
」
で
あ

る
と
さ
え
言
わ
れ
る
く
ら
い
治
療
成

す
。
今
年
、
ま
だ
が
ん
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
健
康
確
認
の
た
め

に
進
ん
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

4身纏羅噌鎌蕪羅豪

②罐遡あ礎伽畑濾ナる・

③蟹櫛働びの生えたもの磁
0お酒ばぱどぼどに。　　⑳θ光に当たりすきなω。

⑤到ロ紗なぐする。0齪厭茄蜷する・

ノ【γミノ⊂側粧　⑫からだを潔に・
のを多くとる。

蚤
筋

　
　
⑥

⑪6．9．10



叢
旗馨

磨
名
き
塾
葛
葛
骸
犠
§
3
き

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

小
堀

野
沢

平
本

ち
さ
と
良
　
和

干
里
真
希
子
長
女
霜

　じ　　　ま
隼だ誠髪

夕正弘浩

高
橋
し
鱗
畝

上
村
壌
鮪

　
　
　
み
か

　
　
　
　
　
　
充

中
条
　
美
華
め
ぐ
み
長
女
木

田
・
襟
隆
茜
治
長
男
木

柄
沢
馨
蔚
》
男
沖

条

平
長
男
野
口

子
明
二
男
仁
田

子也香
長
男
中
仙
田

樹
長
女
下
平
新
田

子

島落立

　
　
あ
す
か
　
り

佐
藤
明
日
夏
斯
奈
姑
長
女
仁
　
田

　
　
　
つ
ば
さ

押
木
翼
百
鮮
長
男
元
町

　
せ
い
い
ち
ろ
う

小
林
趣
徽
募
長
男
中
島
町

村
越
艦
顛
佐
？
男
野
・

　
　
　
　
　
　
東

長
谷
川
み
な
み
　
　

長
女
赤
谷

　
　
　
　
　
シ
ズ
子

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

斎高中渡柳内
喜橋村辺田山

辰
雄
6
5
（
本
　
人
）
新
町
新
田

　
廣
7
3
（
本
人
）
山
野
田

ツ
タ
7
5
（
本
　
人
）
四
郎
兼

由
蔵
8
6
（
茂
）
坪
山

サ
キ
8
7
（
透
）
仁
田

ク
ニ
9
0
（
一
　
男
）
室
島

（
8
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

　
上
野
出
身
で
、
長
く
東
京
新
潟
県
人
会
川
西
町
郷
友
会
長
を
務
め
ら
れ
た
、
千
葉

県
市
川
市
の
田
村
三
雄
さ
ん
（
八
十
三
才
）
が
死
去
。
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萎
⑨

各
地
で
戦
没
者
を
慰
霊

　
　
　
　
　
　
　
　
遡
．
襲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠

　
　
　
　
　
　
　
．
鑑
雌
ぎ
，
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
義）

灘繍・

　
戦
後
も
半
世
紀
を
迎
え
ま
し
た
。

　
終
戦
記
念
日
の
八
月
十
五
日
に
は
、

干
手
、
上
野
、
仙
田
の
各
地
区
で
戦

没
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
翌
十
六
日

に
は
、
橘
地
区
で
戦
没
者
追
悼
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
五
日
、
小
白
倉
地
区
で

は
、
戦
没
者
五
十
回
忌
法
要
が
営
ま

れ
、
関
係
者
約
七
十
人
が
参
列
し
、

日
露
戦
争
で
戦
死
さ
れ
た
江
口
壮
治

さ
ん
を
は
じ
め
、
集
落
に
関
係
の
深

い
十
七
人
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も

に
、
平
和
な
社
会
を
願
い
ま
し
た
。
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〉
5
年
生
丸
山
ひ
と
み
さ
ん

〈
4
年
生
丸
山
敦
史
く
ん

　轟
　

タ
～
薫
嫉
、

．
、
！
！

ズ
ぎ

籔

難難、

年

真くん▲2年生丸山

　　　　　　　灘

　　　　　9

〉
3
年
生
羽
鳥
奈
津
希
さ
ん

〈
橘
　
小
学
校
丁
ー
ー

　　　　　　　　　　隔　　　　　驚’

（10月号は仙田小学校です）

〉
1
年
生
む
ら
こ
し
じ
ゅ
ん
や
く
ん

〈
6
年
生
五
十
嵐
絵
理
子
さ
ん、

塑

溶
藝～

藩
餐

　
　
機

6．9．10⑫

｝
、
〆


